
 調査対象 ︓全国の国公私⽴専⾨学校（回答率85.3％）
 調査趣旨 ︓各専⾨学校における中途退学者・休学者の状況等について調査するもの。
 対象期間 ︓令和５年４⽉１⽇〜令和６年３⽉３１⽇

令和５年度 専⾨学校⽣の中途退学者・休学者数等の調査結果

１．中途退学者の状況

○令和５年度における専⾨学校⽣の中退者割合は、6.4４％であった。

○中退の最も中⼼的な理由は、令和４年度と同様に、学⽣⽣活不適応・修学
意欲低下（25.2％）、就業・起業等（13.1%）であり、構成⽐について
も⼤きな増減は⾒られなかった。

中退者の割合中退者数学校種

6.44%
（6.31%）

31,986⼈
（30,403⼈）

専⾨学校

調査概要

令和5年度における学校種別中退者数及び中退者割合

※中退者の割合は、令和５年４⽉１⽇時点の専⾨学校⽣数に対する中退者数⽐を算出したもの。
※表括弧内は令和4年度の数値。

２．休学者の状況

休学者の割合休学者者数学校種

1.49%7,418⼈専⾨学校

※休学者の割合は、令和５年４⽉１⽇時点の専⾨学校⽣数に対する休学者数⽐を算出したもの。
※過年度調査では、休学者数を当該年度の３⽉末時点で休学者していた者の数としていたが、今年度
調査では、年度内に１度でも休学した者の数に変更したため、令和４年度との単純⽐較はできない。

○令和５年度における専⾨学校⽣の休学者割合は、1.49％であった。

○休学の最も中⼼的な理由は、令和４年度と同様に、⼼神耗弱・疾患
（28.5％）、学⽣⽣活不適応・修学意欲低下（13.8％）であった。

令和５年度における学校種別休学者数及び休学者割合


